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トルコギキ ョウの秋切 り栽培 における品質 向上技術

第 2報 エテホン処理が生育,開花に及ぼす影響
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1 は じ め に

トルコギキョウは,切 り花の日持ちが良く,花色も豊富
なことから消費者の人気が高く,福島県においても飛躍的

にその生産量が伸びてきている。県内の一般的な作型は,

秋播き春夏切り栽培であるが,近年は,山間高冷地の冷涼

な気象条件を活かした春播き秋切りの作型も増加傾向にあ

る。しかし, この作型は,定植後の気象条件が高温・長日

であるため,低節位で花芽分化をしてしまい,平坦地では

その影響による品質の低下が特に問題となる。そこで,花

芽分化を抑制して着花節位を高め,草丈の長い良品質の切

り花を得る目的で,エテホン処理が生育,開花に及ぼす影

響について検討した。

2試 験 方 法

試験 1 エテホン処理時期と生育,開花 (1993年 )
供試品種は, Flブ ライダルラベンダー, Flプ ライダル

ピンク, グローリービンクで, 4月 12日播種, 6月 22日定

植した。エテホン処理の回数と時期 (月 日)は,定植前 3

回 (6月 8日 , 6月 15日 , 6月 22日 ),定植後 3回 (6月 2

9日 , 7月 6日 , 7月 13日 ),定植前後 6回 (6月 8日 , 6

月15日 , 6月 22日 , 6月 29日 , 7月 6日 , 7月 13日 )及び

無処理とした。エテホンの処理濃度は200 ppmと し,散
布方法はハンドスプレーによる茎葉全面散布で行った。

栽植様式は,ベ ッド幅90cl,通路50c l,12× 12cllの 6条

植えとした。施肥は, a当 りN:1 8kg, P,05:3 0kg,

K20:1 8kg,苦 土石灰 :15kg,堆肥 :300腋 とした。供試

株数は 1区 18株で 2反復とした。

試験2 エテホン処理における品種特性 (1993年 )
供試品種は,「 Flパープルエッジグラス」,「 Flプ ライ

ダルラベンダーJ,「 Flハイセンスニュービンク」,「 Flサ

ンパープル」,「 Flプライグルピンク」,「 グローリービン

ク」,「パイクロJ,「 FlハイセンスパープルJ「 Flマ イティ

レディー」の 9品種。

エテホン処理の方法は,定植後 3回 (6月 29日 , 7月 6

日, 7月 13日 )及び無処理とした。

播種日,定植日,エ テホン処理の散布方法,栽植様式,

施肥量,供試株数などは,試験 1に準じた。

表 1 エテホン処理の時期と回数の違いが生育,開花に及ぼす影響

エテホン処理  出苦期  採 花 期  遅延  出雷期の形質   切 花 長  切花重 有効花
品 種  処 理  処理      平 均  SD 日数  草丈  節数   平均  SD     薔 数

時 期  回数 (月 /日 )(月 /日)   (日 ) (cI) (節 )  (cl)    (8) (個 )

無処理   0  8/11  9/16'  55 -  269  117  586・   64 614  119
プライグル 定植前   3  8/17  9/23｀   58  7  302  121  6111・ b 47 634  114

ラベンダー 定植後   3  8/19  9/26｀   82 10  340  150  634'b 70 772  159
定植前後  6  8/26 10/8・   62 22  383  154  690｀   65 720  115
無処理  0  8/19  9/25'  97 -  383  133  764'  89 868  165

ブライダル 定植前   3  じ/25 10/2・   85  7  41 6  14 1  76 0ab 83 90 8  15 4
ビンク    定植後   3   8/28  10/8'。  140  13  475  159   826b°   90  914  161

定植前後  6  9/2 10/17b 109 22  489  167  849・   72 1049  150
無処理  0  8/24  9/30' 104 -  403  139  783' 108 918 178

グローリー 定植前  3  8/27 10/6お  100  6  408  146  792・ 。 68 900  175
ピンク   定植後   3  8/29 10/12。・ 93 12  434  166  798'｀  113 766  132

定植前後  6  9/1 10/17・  175 17  447  160  795｀  122 865  150
注 採花は,有効花雷の30～40%開花時。
有効花奮数 :開花した花と長さ1錮以上の花青の合計。
アルファベットは,ダンカンの多重検定で異符号間に5%水準で有意差あり(同一品種内)。

-331-



東 北 農 業 研 究 第 47号  (1994)

3 試験結果及び考察

(D エテホン処理時期と生育,開花 (試験 1)
採花時期については,定植前 (育苗期)3回処理では 1
週間程度,定植後処理では10日程度,定植前後の処理では
20日程度の遅延効果が認められた。切り花品質については,

第 1花の着花節位の高位化が認められ,定植後の処理では
2～ 3節,定植前後処理では2～ 4節程度それぞれ高くなっ
た。また,「 Flプライダルラベンダー」,「 Flプ ライダル
ピンクJでは,節位の増加に伴う切り花長の伸長がみられ
た。「グローリービンク」においては,生育日数が長 くな
り節数は増加したが,切り花長の伸長効果は認められなかっ
た。このことから,「グローリービンク」はェテホン処理

表2 ェテホン処理における品種特性

によって節間伸長が抑制されやすい品種であると考えられ

た (表 1)。

●)エ テホンにおける品種特性 (試験 2)
エテホン処理区では,各品種とも無処理区に比べ,出薔
期が 5～ 10日 ,採花期が 8～ 17日遅延した。第 1花の着花
節位は,それぞれ 2～ 4節高まった。切り花長は,「パイ
クロ」を除いて15～6 9cn長くなった。

「パイクロ」,「グローリービンク」では,エ テホン処理
により生育日数が長くなり節数も増加したが,切 り花の伸
長は少なかった。このことから,エ テホン処理によって節
間伸長が抑制されやすい品種のあることが確認され,特に,
固定品種はその反応が強く現れる傾向にあると推測された

(表 2)。
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注 採花は,有効花奮の30～40%開花時。
有効花雷数 :開花した花と長さlm以上の花雷の合計。

4 ま と め

以上の結果,エ テホン処理は開花を抑制し,採花時期を
遅延させる効果が認められ,作期の拡大が期待できるもの
と考えられた。また,節間伸長の旺盛な品種では,エテホ
ン処理による節数の増加に伴って切り花長が長くなること

から,品質の向上も期待できる。しかし,固定品種などに
は伸長抑制の傾向も認められるため,品種間差異について
は今後も検討する必要がある。処理に際しては,処理濃度
(200 ppm),処理の時間帯 (高温時を避ける)な どに注意
することが必要である。
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